
稿寄

は
じ
め
に

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
地
図
」

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
地
図
ア
プ
リ
を
開
い
て
目
的
地
へ
の
経

路
を
検
索
す
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
訪
れ
た
場
所
の
位
置
情
報
を
共
有

す
る
、
さ
ら
に
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
す
る
際
の
正
確
な
目
標
地

点
を
指
定
す
る
、
と
い
っ
た
様
々
な
目
的
で
用
い
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
日
常
的
な
行
為
の
背
後
に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（G

eographic 
Inform

ation System

）
技
術
が
欠
か
せ
な
い
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
、

位
置
に
関
す
る
情
報
を
有
し
た
デ
ー
タ
（
地
理
空
間
情
報
）
を
デ

ジ
タ
ル
地
図
上
で
総
合
的
に
管
理
・
分
析
・
可
視
化
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
指
す
。
し
か
し
、「
Ｓ
」
は
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
（
社
会
）
な
ど
を
包
括
す
る
定
義
と
し
て

意
味
づ
け
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
技
術
の
進
歩
と
社
会

の
変
化
は
、
従
来
の
地
図
を
め
ぐ
る
概
念
自
体
も
変
え
つ
つ
あ
る
。

か
つ
て
地
図
は
、
測
量
や
製
図
技
術
に
長
け
た
専
門
家
が
作
成

し
、
利
用
者
は
使
用
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
は
、
市

民
自
身
が
地
図
の
作
製
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

情
報
を
更
新
・
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
変
化
を
象
徴

す
る
の
が
、「
参
加
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
潮
流
で
あ
る
。

筆
者
が
参
加
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
研
究
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
大
学
で
地
理
学
を
学
ぶ
過
程
に
あ
っ
た
。
地
形
図
や
都

市
計
画
図
、観
光
地
図
な
ど
、地
図
に
は
多
様
な
種
類
と
役
割
が
あ

る
こ
と
を
学
ぶ
う
ち
に
、
地
図
そ
の
も
の
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
て

い
っ
た
。
同
時
に
、
市
民
が
主
体
的
に
地
域
の
課
題
解
決
や
活
動

に
関
わ
る
「
参
加
型
」
の
取
り
組
み
に
関
心
を
持
ち
、
研
究
を
進
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
２
０
０
０
年
代
中
盤
に
出

会
っ
た
の
が
、
世
界
中
の
誰
も
が
自
由
に
編
集
・
利
用
・
再
配
布
で

き
る
オ
ー
プ
ン
な
地
図
作
製
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「O

penStreetM
ap

（
Ｏ
Ｓ
Ｍ
）」
で
あ
る
。
専
門
家
だ
け
で
な
く
市
民
が
協
力
し
て
地

﹇
私
立
大
学
の
ミ
ラ
イ
ー
研
究
編
ー
﹈ 

「
み
る・つ
か
う
・つ
く
る
」

デ
ジ
タ
ル
地
図
の
現
状
と
参
加

瀬
戸 

寿
一

駒
澤
大
学
文
学
部
准
教
授
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図
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
仕
組
み
は
、
地
図
へ
の
固
定
観
念
を
再

考
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
あ
れ
ば
、
Ｏ
Ｓ
Ｍ
に
限
ら
ず
、
誰
も
が
地
図

の
編
集
あ
る
い
は
地
域
情
報
の
発
信
・
共
有
に
参
加
で
き
る
時
代

が
到
来
し
て
い
る
。
し
か
し
、
技
術
的
な
可
能
性
と
実
際
の
市
民

参
加
の
広
が
り
の
間
に
は
依
然
と
し
て
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

そ
れ
ら
を
埋
め
、
多
様
な
人
々
が
地
図
を
通
じ
て
社
会
に
関
わ
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
、
研
究
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

1
　「み
る
」デ
ジ
タ
ル
地
図
の
多
様
化

現
代
の
デ
ジ
タ
ル
地
図
は
、
単
に
地
理
的
な
位
置
関
係
を
示
す

ツ
ー
ル
で
は
な
い
。
様
々
な
情
報
を
重
ね
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、

私
た
ち
に
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
。
例
え
ば
、
地
域
ご
と
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
気
象
情
報
や
避
難
所
を
重
ね
合
わ
せ
た
地
図
、
交
通
渋

滞
の
状
況
を
色
分
け
し
た
地
図
、
地
域
の
様
々
な
施
設
と
そ
の
周
辺

の
不
動
産
価
格
を
示
し
た
地
図
、
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
さ
ら
に
新

し
い
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
３
次

元
地
図
の
登
場
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
が
推
進
す
る
「PLATEAU

（
プ
ラ
ト
ー
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
日
本
全
国
の

３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
地
方
自
治
体
ご
と
に

整
備
す
る
も
の
で
、
国
内
２
０
０
都
市
を
超
え
て
い
る
。
３
Ｄ
都
市

モ
デ
ル
は
建
物
の
高
さ
や
形
状
だ
け
で
な
く
、
一
部
の
地
域
で
は
道

路
や
樹
木
な
ど
都
市
空
間
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
デ
ー
タ
と
し
て
整
備

さ
れ
、
都
市
計
画
や
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
分
野
で

の
デ
ー
タ
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る[

図
１]

。

［図1］Project PLATEAUの3次元都市モデル（東京駅周辺）
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デ
ジ
タ
ル
地
図
は
さ
ら
に
、
創
造
的
な
表
現
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
と
進
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
２

０
２
５
年
７
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
一
時
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
と
な
っ
た

「w
place

」
は
、
世
界
地
図
上
に
ド
ッ
ト
絵
を
描
き
、
他
の
ユ
ー

ザ
ー
と
共
有
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
図
を
一
種
の

キ
ャ
ン
バ
ス
と
し
て
、
個
人
の
体
験
や
創
作
物
を
地
理
的
文
脈
の

中
で
表
現
す
る
新
し
い
ア
ー
ト
形
態
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
方

法
は
、Instagram

を
始
め
と
す
る
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
位
置
情
報

共
有
機
能
に
も
通
じ
て
お
り
、
あ
る
場
所
に
対
し
て
複
数
の
人
が

異
な
る
季
節
や
時
間
帯
の
投
稿
（
作
品
）
を
重
ね
る
こ
と
で
、
そ

の
場
所
の
多
面
的
な
魅
力
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
よ
う
な
使
い

方
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
地
図
は
現
実
世
界
を
客
観
的
に
映
し
出
す

記
録
だ
け
で
な
く
、
主
観
的
な
体
験
や
感
情
を
共
有
す
る
場
へ
と

変
貌
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

2
　

 「
つ
か
う
」参
加
型
G
I
S
の
社
会
的
実
践

参
加
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、
１
９
９
０
年
代
前
半
か
ら
欧
米
を
中
心
に

研
究
が
始
ま
っ
た
が
、
当
初
は
専
門
家
が
使
う
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
分
か
り
や
す
く
し
、
都
市
計
画
な
ど
市
民
参
加

の
現
場
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
導
入
す
る
重
要
性
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
。

日
本
国
内
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
参
加
型
の
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
千
葉
市
の
「
ち
ば
レ
ポ
」（
現
在
はM

y 
C

ity Report for citizens

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
に
統
合
さ
れ
、
30

自
治
体
に
広
ま
っ
て
い
る
）
は
、
市
民
が
道
路
の
損
傷
や
不
法
投

棄
な
ど
の
課
題
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
か
ら
撮
影
・
報
告
し
、

そ
の
情
報
を
受
け
取
っ
た
行
政
の
担
当
部
署
が
対
応
し
て
市
民
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
本
ア
プ
リ
は
、[

図
２]

に
示
す
よ
う
に
地
図
上
で
報
告
が
あ
っ
た
箇
所
を
ス
テ
ー
タ
ス（
受

付
中
・
対
応
済
み
等
）
ご
と
に
色
分
け
表
示
し
、
実
際
の
現
場
の ［図2］My City Reportの地図と投稿画面（千葉市周辺）
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状
況
を
写
真
と
文
章
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に

千
葉
市
で
は
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
、
市
民
自
ら
に
よ
っ
て
解

決
で
き
た
地
域
課
題
を
投
稿
す
る
「
か
い
け
つ
レ
ポ
ー
ト
」
も
受

け
付
け
て
お
り
、
市
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

一
つ
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

民
間
主
体
で
の
位
置
情
報
や
地
図
を
介
し
た
参
加
型
活
動
も
近

年
で
は
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
社
の
「
ウ
ェ

ザ
ー
リ
ポ
ー
ト
」
は
、
市
民
か
ら
の
天
気
情
報
の
投
稿
を
集
約
し
、

数
や
範
囲
に
限
り
の
あ
る
観
測
地
点
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
か
な
気
象
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
「Yahoo!

防
災
速
報
」
等
の
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
投
稿
す
る
現
地
の
状
況
写
真
や
体
験
談
を
通

し
て
、
公
式
情
報
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
局
所
的
か
つ
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
被
害
状
況
を
可
視
化
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
。

3
　

 「
つ
く
る
」O
S
M
が
示
す
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
協
働

２
０
０
０
年
代
以
降
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
通
じ
た
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン

グ
に
よ
り
、
国
や
地
域
を
超
え
た
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
。
一
般

市
民
が
自
発
的
に
生
成
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
た
地

理
空
間
情
報
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
理
情
報
（
Ｖ
Ｇ
Ｉ
）」
と
呼

ば
れ
、
そ
の
デ
ー
タ
を
生
成
す
る
一
人
ひ
と
り
が
情
報
セ
ン
サ
ー

の
役
割
を
果
た
し
て
地
理
情
報
を
収
集
・
共
有
す
る
時
代
が
到
来

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
理
情
報
の
代
表
例
と
し
て
、
冒
頭
に
紹
介
し

た
Ｏ
Ｓ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
活
動
は
２
０
０

４
年
に
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
生
で
あ
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
コ
ー

ス
ト
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
今
や
世
界
中
で
約
１
０
０
０
万
以
上

の
編
集
ア
カ
ウ
ン
ト
が
登
録
さ
れ
る
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｓ
Ｍ
の
大
き
な
特
徴
は
、
二
次
利
用
可
能
な
ラ
イ

セ
ン
ス
（
Ｏ
Ｄ
ｂ
Ｌ
）
に
基
づ
く
地
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
整

備
・
提
供
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
背
景
地
図
だ
け
で
な
く
、
営

利
・
非
営
利
を
問
わ
ず
誰
で
も
デ
ー
タ
を
自
由
に
利
用
・
加
工
・

再
配
布
で
き
る
の
だ
。
Ｏ
Ｓ
Ｍ
の
デ
ー
タ
作
成
方
法
は
多
岐
に
わ

た
り
、
衛
星
画
像
か
ら
建
物
や
道
路
を
ト
レ
ー
ス
す
る
方
法
、
衛

星
測
位
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
を
伴
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
紙
地

図
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
様
々
な
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
既

存
の
地
図
で
は
網
羅
で
き
な
い
よ
う
な
、
ミ
ク
ロ
な
対
象
物
も
地

図
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。[

図
３]

は
２
０
２
５
年

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
周
辺
の
様
子
を
示
し
て
お
り
、
複
数
の
編
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状
況
を
写
真
と
文
章
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に

千
葉
市
で
は
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
、
市
民
自
ら
に
よ
っ
て
解

決
で
き
た
地
域
課
題
を
投
稿
す
る
「
か
い
け
つ
レ
ポ
ー
ト
」
も
受

け
付
け
て
お
り
、
市
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

一
つ
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

民
間
主
体
で
の
位
置
情
報
や
地
図
を
介
し
た
参
加
型
活
動
も
近

年
で
は
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
社
の
「
ウ
ェ

ザ
ー
リ
ポ
ー
ト
」
は
、
市
民
か
ら
の
天
気
情
報
の
投
稿
を
集
約
し
、

数
や
範
囲
に
限
り
の
あ
る
観
測
地
点
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
か
な
気
象
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
「Yahoo!

防
災
速
報
」
等
の
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
投
稿
す
る
現
地
の
状
況
写
真
や
体
験
談
を
通

し
て
、
公
式
情
報
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
局
所
的
か
つ
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
被
害
状
況
を
可
視
化
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
。

3
　

 「
つ
く
る
」O
S
M
が
示
す
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
協
働

２
０
０
０
年
代
以
降
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
通
じ
た
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン

グ
に
よ
り
、
国
や
地
域
を
超
え
た
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
。
一
般

市
民
が
自
発
的
に
生
成
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
た
地

理
空
間
情
報
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
理
情
報
（
Ｖ
Ｇ
Ｉ
）」
と
呼

ば
れ
、
そ
の
デ
ー
タ
を
生
成
す
る
一
人
ひ
と
り
が
情
報
セ
ン
サ
ー

の
役
割
を
果
た
し
て
地
理
情
報
を
収
集
・
共
有
す
る
時
代
が
到
来

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
理
情
報
の
代
表
例
と
し
て
、
冒
頭
に
紹
介
し

た
Ｏ
Ｓ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
活
動
は
２
０
０

４
年
に
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
生
で
あ
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
コ
ー

ス
ト
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
今
や
世
界
中
で
約
１
０
０
０
万
以
上

の
編
集
ア
カ
ウ
ン
ト
が
登
録
さ
れ
る
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｓ
Ｍ
の
大
き
な
特
徴
は
、
二
次
利
用
可
能
な
ラ
イ

セ
ン
ス
（
Ｏ
Ｄ
ｂ
Ｌ
）
に
基
づ
く
地
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
整

備
・
提
供
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
背
景
地
図
だ
け
で
な
く
、
営

利
・
非
営
利
を
問
わ
ず
誰
で
も
デ
ー
タ
を
自
由
に
利
用
・
加
工
・

再
配
布
で
き
る
の
だ
。
Ｏ
Ｓ
Ｍ
の
デ
ー
タ
作
成
方
法
は
多
岐
に
わ

た
り
、
衛
星
画
像
か
ら
建
物
や
道
路
を
ト
レ
ー
ス
す
る
方
法
、
衛

星
測
位
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
を
伴
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
紙
地

図
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
様
々
な
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
既

存
の
地
図
で
は
網
羅
で
き
な
い
よ
う
な
、
ミ
ク
ロ
な
対
象
物
も
地

図
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。[

図
３]

は
２
０
２
５
年

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
周
辺
の
様
子
を
示
し
て
お
り
、
複
数
の
編
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集
者
に
よ
っ
て
日
々
更
新
さ
れ
た
履
歴
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
地
図
に
関
す
る
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
は
、
景
観
写
真
の

分
野
に
お
い
て
も
世
界
中
で
急
速
に
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
代
表
例
が
２
０
１
３
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
「M

apillary

」

と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
こ
れ
は
主
に
街
路
単
位
で
の
景
観
画

像
を
共
有
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
（
２
０
２
５
年
８
月

時
点
で
20
億
枚
以
上
）。
景
観
画
像
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
（
原
則

的
にC

C
-BY-SA

 4.0

）
と
、
画
像
を
教
師
デ
ー
タ
に
し
た
機
械

学
習
に
よ
る
高
度
な
物
体
検
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

[

図
４]

はM
apillary

上
に
蓄
積
さ
れ
た
様
々
な
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
の
投
稿
写
真
の
位
置
情
報
と
、
そ
の
画
像
デ
ー
タ
を
基
に
自
動

抽
出
さ
れ
た
道
路
標
識
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
や
デ

ジ
タ
ル
地
図
の
「
つ
く
り
手
」
は
利
用
者
で
あ
る
私
達
自
身
で
も

あ
る
。
誰
も
が
制
限
な
く
自
由
に
利
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
地
図
は
、

社
会
生
活
を
維
持
す
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
Ｏ
Ｓ
Ｍ
が
日
本
で
特
に
注
目
を
集
め
た
契
機
は
、
東

日
本
大
震
災
を
始
め
と
す
る
大
規
模
災
害
の
発
生
時
で
あ
っ
た
。

世
界
的
に
も
２
０
１
０
年
の
ハ
イ
チ
地
震
に
お
い
て
、
発
災
直
後

か
ら
世
界
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
衛
星
画
像
を
基
に
被
災
地
の
地

図
を
作
成
し
、
現
地
で
活
動
す
る
国
境
な
き
医
師
団
な
ど
の
支
援

団
体
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
は
「
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
、
世
界
各
地
で
災

害
対
応
だ
け
で
な
く
、
人
道
支
援
の
た
め
の
地
図
作
成
が
組
織
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
国
家
的
な
地
図
作
製
機
関
が
存
在
し

［図3］OpenStreetMapの地図データ（夢洲周辺）
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な
い
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
地
域
で
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｍ
で
作
成
さ
れ
た
地
図

が
唯
一
の
詳
細
な
地
図
と
し
て
機
能
す
る
場
合
も
あ
る
。

他
方
、
災
害
時
の
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
共
有
に
は
課
題
も
あ

る
。
Ｏ
Ｓ
Ｍ
自
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
基
づ
く
た
め
、
被
害
の
程

度
に
も
よ
る
が
、
現
地
（
住
民
）
か
ら
の
直
接
的
な
情
報
提
供
に

は
限
界
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
遠
隔
か
ら
の
情
報
、
例
え
ば
再

利
用
が
許
可
さ
れ
た
衛
星
画
像
や
航
空
写
真
等
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
ま
た
、
被
害
状
況
を
Ｏ
Ｓ
Ｍ
上
に
反
映
す
る
上
で
は
、
被

災
前
の
段
階
で
の
充
実
度
も
重
要
と
な
り
、
対
象
と
な
る
地
域
の

地
理
的
特
徴
に
知
識
が
あ
る
人
々
と
協
働
も
欠
か
せ
な
い
。
平
常

時
か
ら
の
継
続
的
な
マ
ッ
ピ
ン
グ
活
動
が
極
め
て
重
要
な
の
だ
。

4
　学
生
の
反
応
か
ら
見
る
参
加
型
G
I
S
の
可
能
性

本
稿
で
解
説
し
た
様
々
な
参
加
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
事
例
に
つ
い
て
、

筆
者
は
学
部
１
年
生
の
入
門
講
義
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。
過
年
度

の
講
義
で
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
若
者
世
代
の
認
識
や
期
待
感
が
窺
え
る
。
最
も

多
か
っ
た
反
応
は
、
多
く
の
学
生
が
Ｏ
Ｓ
Ｍ
の
存
在
自
体
を
初
め

て
知
っ
た
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
特
に
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の

よ
う
に
誰
も
が
参
加
で
き
る
地
図
」
と
い
う
概
念
に
強
く
興
味
を

引
か
れ
、
新
鮮
な
驚
き
を
示
し
た
学
生
が
多
数
い
た
。
あ
る
学
生

は
「
様
々
な
人
の
視
点
が
合
わ
さ
り
、
専
門
家
だ
け
で
は
作
れ
な

い
全
く
新
し
い
地
図
が
作
れ
る
」
と
、
市
民
参
加
の
意
義
や
可
能

性
を
理
解
し
て
い
た
。

［図4］Mapillaryの景観写真の分布（新宿御苑周辺）
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な
い
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
地
域
で
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｍ
で
作
成
さ
れ
た
地
図

が
唯
一
の
詳
細
な
地
図
と
し
て
機
能
す
る
場
合
も
あ
る
。

他
方
、
災
害
時
の
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
共
有
に
は
課
題
も
あ

る
。
Ｏ
Ｓ
Ｍ
自
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
基
づ
く
た
め
、
被
害
の
程

度
に
も
よ
る
が
、
現
地
（
住
民
）
か
ら
の
直
接
的
な
情
報
提
供
に

は
限
界
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
遠
隔
か
ら
の
情
報
、
例
え
ば
再

利
用
が
許
可
さ
れ
た
衛
星
画
像
や
航
空
写
真
等
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
ま
た
、
被
害
状
況
を
Ｏ
Ｓ
Ｍ
上
に
反
映
す
る
上
で
は
、
被

災
前
の
段
階
で
の
充
実
度
も
重
要
と
な
り
、
対
象
と
な
る
地
域
の

地
理
的
特
徴
に
知
識
が
あ
る
人
々
と
協
働
も
欠
か
せ
な
い
。
平
常

時
か
ら
の
継
続
的
な
マ
ッ
ピ
ン
グ
活
動
が
極
め
て
重
要
な
の
だ
。

4
　学
生
の
反
応
か
ら
見
る
参
加
型
G
I
S
の
可
能
性

本
稿
で
解
説
し
た
様
々
な
参
加
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
事
例
に
つ
い
て
、

筆
者
は
学
部
１
年
生
の
入
門
講
義
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。
過
年
度

の
講
義
で
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
若
者
世
代
の
認
識
や
期
待
感
が
窺
え
る
。
最
も

多
か
っ
た
反
応
は
、
多
く
の
学
生
が
Ｏ
Ｓ
Ｍ
の
存
在
自
体
を
初
め

て
知
っ
た
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
特
に
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の

よ
う
に
誰
も
が
参
加
で
き
る
地
図
」
と
い
う
概
念
に
強
く
興
味
を

引
か
れ
、
新
鮮
な
驚
き
を
示
し
た
学
生
が
多
数
い
た
。
あ
る
学
生

は
「
様
々
な
人
の
視
点
が
合
わ
さ
り
、
専
門
家
だ
け
で
は
作
れ
な

い
全
く
新
し
い
地
図
が
作
れ
る
」
と
、
市
民
参
加
の
意
義
や
可
能

性
を
理
解
し
て
い
た
。

［図4］Mapillaryの景観写真の分布（新宿御苑周辺）
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全
体
的
な
特
徴
と
し
て
は
、「
更
新
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

つ
い
て
よ
く
言
及
さ
れ
、
次
い
で
「
地
域
」
や
「
災
害
」
な
ど
も

多
か
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｍ
が
毎
日
更
新
さ
れ
る
理
由
を

「
世
界
各
地
で
毎
日
起
き
て
い
る
変
化
を
伝
え
る
た
め
で
は
な
い

か
」
と
考
察
し
た
。
ま
た
、「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
地
図
が
作
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
正
式
な
調
査
を
行
わ
ず
と
も
世
界
中
で
起
き
て

い
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
地
図
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
」
と

言
及
す
る
学
生
も
い
た
。

災
害
支
援
へ
の
活
用
に
も
強
い
関
心
が
集
ま
り
、「
災
害
時
の
避

難
場
所
な
ど
を
書
き
込
ん
で
お
く
こ
と
も
で
き
る
」
や
「
過
去
に

起
こ
っ
た
災
害
に
つ
い
て
そ
の
土
地
の
地
図
に
情
報
を
載
せ
て
お

く
こ
と
は
有
用
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
も
提
案
さ
れ
た
。

そ
の
他
、「
場
所
と
い
う
概
念
を
占
有
す
る
独
占
企
業
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
や
「
場
所
は
私
た
ち
の
共
有
財
産
で
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
付
に
よ
る
活
動
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
も
の
」

と
い
っ
た
、
Ｏ
Ｓ
Ｍ
の
理
念
や
社
会
的
意
義
を
正
確
に
把
握
す
る

意
見
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
身
近
な
地
域
で
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て
住
ん
で
い
る
土
地
を
知
る
活
動
」
や

「
地
域
の
出
来
事
を
ま
と
め
る
ア
ー
カ
イ
ブ
」
な
ど
、
具
体
的
な
提

案
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
、
学
生
た
ち
が
参
加
型
地

図
を
単
な
る
技
術
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
課
題
の
解
決
手
段
と

し
て
捉
え
て
い
る
証
と
考
え
ら
れ
る
。

5
　参
加
型
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
課
題
と
未
来
像

参
加
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、
地
図
分
野
の
技
術
革
新
を
超
え
て
、
社
会
の

あ
り
方
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
実

践
を
通
じ
た
展
望
と
し
て
、
筆
者
の
論
文
※
を
手
が
か
り
に
い
く
つ

か
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
一
に
デ
ー
タ
取
得
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
性
の
向
上
に
よ
り
、
人
が
手
作
業
で
行
う
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
超

え
た
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
や
自
動

運
転
車
両
か
ら
の
情
報
を
統
合
し
、
常
に
最
新
の
地
域
の
状
態
を
反

映
す
る
動
的
な
地
図
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
技
術

は
、
深
層
学
習
や
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
を
援
用
し
た
自

動
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、「G

eo-AI

」
と
総
称
さ
れ
る
新
し
い
研
究

と
も
関
連
し
て
い
る
。
第
二
に
、
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
個
人
化
・
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
化
で
あ
る
。
多
く
の
一
般
図
は
汎
用
的
に
用
い
ら
れ
る
た

め
に
作
製
さ
れ
る
が
、
利
用
者
の
目
的
や
嗜
好
の
多
様
化
に
応
じ
て
、

必
要
な
情
報
だ
け
を
選
択
的
に
表
示
す
る
よ
う
な
、
地
図
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
の
開
発
が
進
む
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｍ
を
ベ
ー
ス
マ
ッ

プ
と
し
て
活
用
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
は
多
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岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
地
図
と
し
て
の
見
せ
方
や
使
い
方
も
サ
ー
ビ

ス
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

他
方
で
、
参
加
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
中
心
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
地
図
に
は

重
要
な
課
題
も
多
く
、
情
報
の
正
確
性
や
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
な
ど

の
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
前
者
は
Ｏ
Ｓ
Ｍ
な
ど
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
が
、
偽
情
報
を
含
む
意
図
的
な
デ
ー
タ
破
壊
（
バ
ン

ダ
リ
ズ
ム
）
へ
の
対
応
、
後
者
は
地
図
の
未
整
備
な
地
域
や
オ
フ

ラ
イ
ン
下
で
の
利
用
な
ど
、
す
べ
て
の
人
が
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

地
図
に
は
、
人
々
が
空
間
を
認
識
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
本
質
的

な
価
値
は
デ
ジ
タ
ル
時
代
で
も
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
今
後
は
、

デ
ジ
タ
ル
公
共
財
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
一
層
果
た
し
て
い
く
上

で
、
す
べ
て
の
人
々
が
主
体
的
に
デ
ジ
タ
ル
地
図
を
「
み
る
・
つ

か
う
・
つ
く
る
」
と
い
う
三
つ
の
行
動
に
積
極
的
に
関
わ
れ
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
に
期
待
し
た
い
。

※
　 

瀬
戸
寿
一（
２
０
２
４
）「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
理
情
報
と
し
て
のO

penStreetM
ap

の

活
動
展
開
と
研
究
動
向
」、GIS

理
論
と
応
用
、32(2)
、pp.11-22. 
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稿寄

は
じ
め
に

大
谷
大
学
は
１
６
６
５
年
、
京
都
・
東
六
条
に
開
創
さ
れ
た
東

本
願
寺
の
学
寮
を
そ
の
淵
源
と
し
、
１
９
０
１
年
に
近
代
的
な
大

学
と
し
て
開
学
し
た
。
現
在
は
、
京
都
市
北
区
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

置
き
、
文
学
部
、
社
会
学
部
、
教
育
学
部
、
国
際
学
部
の
４
つ
の

学
部
と
大
学
院
を
持
つ
学
生
数
３
１
５
７
名
（
２
０
２
５
年
５
月

１
日
現
在
）
の
大
学
で
あ
る
。
親
鸞
の
仏
教
精
神
に
基
づ
き
、〝
人

材
〟
で
は
な
く
〝
人
物
〟
の
育
成
を
目
標
と
す
る
学
び
「
人
間
学
」

を
教
育
・
研
究
の
根
幹
と
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
に
は
、
大
谷

大
学
を
象
徴
す
る
新
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
「Be Real 

寄
り
そ
う

知
性
」
を
作
成
。「
真
実
」
と
「
現
実
」
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
な

が
ら
、
他
者
に
寄
り
そ
う
知
性
を
育
む
こ
と
で
、
あ
る
べ
き
人
間

や
社
会
の
姿
を
追
求
し
て
い
く
本
学
の
教
育
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
に
は
、「
地
域
連
携
室
（
コ
ミ
ュ
・
ラ
ボ
）」

を
設
置
し
、
実
践
的
な
学
び
と
地
域
貢
献
の
両
立
を
目
指
し
た
地

域
連
携
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
正
課
授
業
な
ど
と
連
動
し
て
実

施
す
る
「
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
、

子
育
て
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
を
通
じ
た
地
域
情
報
発
信

な
ど
１３
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

1
　
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
の
概
要

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
「
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
も
地
域
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
京
都
で
は
７
月
に
世
界
有

数
の
伝
統
祭
事
で
あ
る
祇
園
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
祭
り
の
山
場
と

な
る
山
鉾
巡
行
前
の
宵
山
行
事
期
間
中
は
、
多
く
の
露
店
が
四
条

烏
丸
か
ら
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
立
ち
並
び
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
る
。
し
か
し
、
来
場
者
数
に
比
例
し
て
課
題
と
な

る
の
が
、
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
の
廃
棄
物
で
あ
る
。
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
活
動
に
よ
り
、
散
乱
ご
み
な
ど
は
減
っ
た

も
の
の
、
可
燃
ご
み
の
量
は
増
え
る
一
方
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
２

﹇
私
立
大
学
の
ミ
ラ
イ
ー
教
育
・
地
域
連
携
編
ー
﹈ 

共
通
基
礎
科
目

「
人
間
学
」で
の
全
学
的
挑
戦

赤
澤 

清
孝

大
谷
大
学
社
会
学
部
長

や
ま
ほ
こ

よ
い
や
ま

92

０
１
４
年
、
京
都
市
や
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
京
都
環
境
事
業
協
同
組
合
、

露
天
商
組
合
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
使
い
捨
て
食
器
に
代

わ
っ
て
繰
り
返
し
洗
っ
て
使
用
可
能
な
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
露
店
に

導
入
す
る
な
ど
、
ご
み
の
減
量
と
散
乱
ご
み
の
防
止
に
つ
な
げ
る

祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
を
ス
タ
ー
ト
し
た
［
写
真
１
］。
現
在
は
、

先
述
の
実
行
委
員
会
を
基
盤
に
組
織
化
し
た
一
般
社
団
法
人
祇
園

祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
（
２
０
１
７
年
設
立
）
が
そ
の
運
営
を
担
う
。

毎
年
延
べ
２
０
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、

烏
丸
通
な
ど
主
要
な
場
所
に
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
回
収
や
ご
み
の
分

別
回
収
を
行
う
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
置
し
、
ご
み
の
減
量
を

呼
び
掛
け
て
い
る
［
写
真
２
］。
そ
の
結
果
、
可
燃
ご
み
の
量
は
開

始
前
の
２
０
１
３
年
の
約
56
ト
ン
か
ら
２
０
２
４
年
に
は
28
ト
ン

と
半
減
し
、
20
万
（
個
・
枚
）
を
超
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
が
活
用

さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
生
ん
で
い
る
［
表
１
］。

［写真1］リユース食器で焼きそばを提供する露店
（写真提供：一般社団法人祇園祭ごみゼロ大作戦）

［写真2］エコステーションでの活動の様子

［表1］祇園祭ごみゼロ大作戦の実績
出所：「祇園祭ごみゼロ大作戦2025 ボランティアスタッフ当日活動
概要」一般社団法人祇園祭ごみゼロ大作戦（2025）より筆者作成

実施年 2013年 2014年 2019年 2024年
取組開始 
からの年数 開始前 １年目 ６年目 11年目

全体の廃棄
物量（kg） 57,330 42,560 32,280 31,760

可燃ごみの
量（kg） 55,780 34,430 29,080 28,390

来場者数（人） 500,000 620,000 330,000 487,000

リユース食器
導入量（個・数） 215,000 188,400 204,400

リユース食器
導入店数 
［露店］

212 151 198

リユース食器
導入店数 

［露店以外］
0 42 34
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2
　 

共
通
基
礎
科
目「
人
間
学
」で
の
展
開

大
谷
大
学
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
し
て
、
２
０
１

５
年
よ
り
こ
の
取
り
組
み
と
連
携
し
た
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
足
し
、
筆
者
が
担
当
者
と
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当

初
は
、
主
に
社
会
学
系
の
学
生
を
対
象
と
し
た
正
課
授
業
と
し
て

実
施
し
た
が
、
幅
広
い
学
部
・
学
科
の
学
生
か
ら
こ
の
授
業
を
受

講
し
た
い
と
い
う
要
望
も
あ
っ
た
こ
と
や
、
大
学
と
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
全
学
的
に
拡
大
す
る
方
針
な
ど
も
あ
り
、
２
０
１
７
年
か
ら
は

全
て
の
学
部
・
学
科
の
学
生
が
履
修
す
る
共
通
基
礎
科
目
に
開
設

す
る
「
人
間
学
Ⅱ
」
と
し
て
開
講
し
た
。
本
学
で
は
、
共
通
基
礎

科
目
と
し
て
１
年
次
に
仏
教
思
想
を
通
じ
て
人
間
に
関
す
る
考
察

を
深
め
、
他
者
と
共
に
生
き
る
社
会
へ
の
問
題
意
識
を
養
う
「
人

間
学
Ⅰ
」、
２
年
次
以
降
に
様
々
な
学
問
分
野
が
示
す
多
様
な
人
間

観
に
ふ
れ
る
な
か
で
自
己
を
見
つ
め
直
し
、
現
代
の
諸
問
題
へ
の

関
心
を
喚
起
す
る
「
人
間
学
Ⅱ
」
を
学
修
す
る
。「
人
間
学
Ⅱ
」
は

20
テ
ー
マ
で
開
講
さ
れ
て
お
り
、
学
生
が
任
意
に
選
択
で
き
る
。

筆
者
が
担
当
す
る
「
人
間
学
Ⅱ-

９
」
で
は
、「
行
政
や
企
業
、

住
民
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
野
外
イ
ベ
ン
ト
や
祇
園
祭
で
の
環
境
対

策
活
動
（
ご
み
削
減
）
へ
の
参
加
を
必
須
と
し
、
そ
の
経
験
を
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
で
環
境
問
題
や
、
そ
の
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
市
民
活
動
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
開

講
し
て
い
る
。
そ
の
根
底
に
は
「
地
球
温
暖
化
問
題
や
ご
み
問
題

な
ど
、
現
在
の
環
境
問
題
は
人
の
生
活
様
式
、
社
会
シ
ス
テ
ム
そ

の
も
の
に
原
因
が
あ
り
、
こ
れ
を
解
決
し
て
い
く
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

受
講
生
は
全
学
部
か
ら
毎
年
合
計
１
０
０
名
程
度
で
あ
る
。
ま
た

授
業
で
は
、
環
境
問
題
の
ほ
か
、
疫
病
退
散
を
祈
る
神
事
と
し
て

の
祇
園
祭
行
事
や
山
鉾
巡
行
に
関
わ
る
町
衆
の
想
い
な
ど
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
歴
史
あ
る
祭
の
一
端
に
学
生
自
身
が
関
わ
る
意
義

を
理
解
さ
せ
て
い
る
。

活
動
本
番
を
控
え
た
７
月
上
旬
に
は
、
運
営
団
体
か
ら
取
り
組

み
の
背
景
や
こ
れ
ま
で
の
成
果
、
当
日
の
運
営
体
制
や
集
合
時

間
・
場
所
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
動
の
詳
細
、
持
ち
物
、
安

全
管
理
や
保
険
に
つ
い
て
な
ど
、
約
90
分
間
の
説
明
を
行
い
、
実

践
活
動
へ
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
［
写
真
３
］。
当
日
の
活
動
は

シ
フ
ト
制
で
概
ね
３
時
間
程
度
と
し
、
時
間
帯
は
正
午
開
始
か
ら

2１
時
開
始
ま
で
５
つ
の
区
分
を
設
け
て
い
る
。
学
生
に
は
、
夜
間

の
歩
行
者
天
国
に
合
わ
せ
て
多
く
の
来
場
者
が
や
っ
て
く
る
夕
方

94

か
ら
夜
間
の
シ
フ
ト
で
の

活
動
を
担
当
し
て
も
ら
う
。

当
日
、
学
生
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
事
前
に
指
定
さ
れ
た
集

合
場
所
に
赴
き
、
現
場
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
到
着
を
告
げ
、
そ
の
後

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
担

当
の
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
回
収

や
来
場
者
へ
ご
み
の
分
別

を
促
す
。
終
了
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
完
了
報
告
を
行

い
、
現
地
で
解
散
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
な
お
、
シ
フ
ト
の
登
録

や
当
日
の
受
付
（
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
は
運
営

団
体
が
提
供
す
るV

olalog

と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
シ
フ
ト
へ
の
登
録
お
よ
び
当
日
の
出
席
状

況
な
ど
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
学
生
に
は
、
活
動
終
了
後
に
活
動
報
告
レ
ポ
ー
ト
の
作
成

を
課
し
て
い
る
。
当
日
の
活
動
場
所
や
活
動
内
容
、
感
想
の
ほ
か
、

改
善
点
の
提
案
も
求
め
る
。
最
終
講
義
で
は
小
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

各
自
の
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
し
、
教
員
か
ら
の
総

括
コ
メ
ン
ト
で
締
め
る
。

な
お
、
学
生
の
感
想
や
活
動
の
改
善
点
に
つ
い
て
は
、
翌
年
以

降
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
教

員
か
ら
運
営
団
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。

3
　
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
の
成
果

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
ず
、
地
域

社
会
に
と
っ
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
ご
み
の
量
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
負
担
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
祇
園
祭
の
宵
山
行
事
の
翌
日
７
月
１7
日
は
山
鉾
巡
行
が
行
わ

れ
る
。
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、
宵
山
の

歩
行
者
天
国
終
了
後
、
美
し
い
環
境
で
山
鉾
巡
行
を
す
る
た
め
に
、

住
民
の
方
々
が
翌
日
の
早
朝
ま
で
清
掃
活
動
を
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
活
動
開
始
後
は
そ
の
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
と

聞
く
。
そ
し
て
、
宵
山
行
事
を
楽
し
む
観
光
客
や
飲
食
物
を
提
供

す
る
露
天
商
に
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
両
立
を

目
指
す
生
活
様
式
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は
外
国
人
観
光
客
も
多
数
来

［写真3］運営団体によるオリエンテーションの様子
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に
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、
こ
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開
始
後
は
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の
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に
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。
そ
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、
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す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は
外
国
人
観
光
客
も
多
数
来

［写真3］運営団体によるオリエンテーションの様子

95



場
し
て
お
り
、
活
動
の
様
子
を
撮
影
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
稿

し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
世
界
各
地
に
も
同
様

の
取
り
組
み
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

運
営
団
体
に
と
っ
て
は
、
１
日
１
０
０
０
人
、
２
日
間
で
の
べ
２

０
０
０
人
規
模
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
要
す
る
取
り
組
み
に
、
本
学

か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
１
０
０
名
規
模
の
学
生
の
参
加
が
あ
る
こ

と
は
、
安
定
し
た
事
業
運
営
を
す
す
め
る
上
で
心
強
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
学
生
は
環
境
問
題
を
座
学
で
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
問
題
解

決
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
で
、「
社
会
に
貢
献
で
き
た
」
と
い
う

満
足
感
を
得
て
い
る
。
山
鉾
町
の
住
民
や
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

利
用
す
る
観
光
客
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」「
が
ん
ば
っ
て
」
と
い
う

励
ま
し
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
有
用
感
を
感
じ
て
い
る
学
生
も
多
い
。

ま
た
、
全
学
科
の
学
生
が
受
講
で
き
る
授
業
で
あ
る
た
め
、
普
段

は
交
流
の
少
な
い
他
学
部
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、

当
日
の
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
チ
ー
ム
活
動
を
通
し
て
交
友
関

係
も
広
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
日
の
活
動
場
所
に
よ
っ
て
は

社
会
人
や
他
大
学
の
学
生
と
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
も
あ
り
、
多
様

な
つ
な
が
り
を
得
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生

自
身
が
日
々
の
生
活
に
お
い
て
、
環
境
へ
の
配
慮
を
意
識
す
る
行

動
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ち
な
み
に
、
大
谷
大
学

で
は
授
業
と
は
別
に
、
こ

の
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作

戦
へ
の
協
賛
も
行
っ
て
い

る
。
協
賛
の
便
宜
と
し
て

大
谷
大
学
か
ら
の
参
加
学

生
は
、
肩
口
に
大
学
ロ
ゴ

を
入
れ
た
ス
タ
ッ
フ
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
て
活
動
し
て

い
る
。
ま
た
一
部
の
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
大
学

ロ
ゴ
の
バ
ナ
ー
掲
示
も
な
さ
れ
て
い
る
［
写
真
４
］。
積
極
的
に
活

動
に
参
画
す
る
姿
を
祇
園
祭
へ
来
場
の
方
た
ち
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
、
大
学
の
社
会
認
知
度
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
も
、
高
校
生
や
保
護
者
か
ら
「
こ
の
活
動
で

大
谷
大
学
の
取
り
組
み
に
興
味
を
持
っ
た
」「
大
学
生
に
な
っ
た
ら

参
加
し
て
み
た
い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

4
　
Ｐ
Ｂ
Ｌ
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

こ
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
毎
年
１
０
０
名
規
模
の
学
生
が
受
講
し
て
い
る ［写真4］エコステーションでのＰＲの様子
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が
、
そ
の
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
、
参
加
す
る
社
会
貢
献
活
動
が
学
生
に
と
っ
て
興
味
深

く
、
か
つ
無
理
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
日
本
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
で
あ
る
祇
園
祭
に
関
わ
れ
る
こ

と
、
ご
み
削
減
と
い
う
身
近
な
暮
ら
し
の
問
題
が
テ
ー
マ
で
あ
る

こ
と
、
活
動
時
間
も
３
時
間
程
度
と
負
担
が
少
な
い
こ
と
（
実
際

は
猛
暑
の
中
で
の
屋
外
活
動
は
過
酷
で
あ
っ
た
が
）
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
は
あ
る
が
参
加
す
る
機
会
が

つ
く
れ
な
か
っ
た
」「
一
人
で
参
加
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
」

と
い
う
学
生
に
と
っ
て
、
授
業
の
一
環
と
し
て
チ
ー
ム
で
活
動
を

す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
仕
組
み
は
、
社
会
活
動
参
加
へ
の
心
理
的
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
、
挑
戦
を
後
押
し
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

受
講
後
に
環
境
問
題
や
地
域
の
行
事
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
を
始
め
た
学
生
も
少
な
く
な
い
。

授
業
の
運
営
と
い
う
面
で
は
、
地
域
連
携
室
の
役
割
も
大
き
い
。

地
域
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
専
門
性
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
、

運
営
団
体
と
の
丁
寧
な
連
絡
調
整
、
学
生
の
登
録
状
況
の
確
認
、

活
動
当
日
の
様
子
の
記
録
、
学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
多
忙
な
教
員
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

筆
者
は
大
学
教
員
と
し
て
勤
務
す
る
以
前
は
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
代
表
者
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、様
々
な
社
会
貢
献
活
動
の

経
験
や
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背

景
も
あ
り
、
連
携
先
の
地
域
側
の
ニ
ー
ズ
や
事
情
を
う
ま
く
掴
み

な
が
ら
、
大
学
と
地
域
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
企

画
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
非
常
に
稀
で

あ
る
。
教
員
、
あ
る
い
は
学
生
、
地
域
の
側
に
負
担
が
大
き
い
Ｐ

Ｂ
Ｌ
は
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
が
常
だ
。
大
学
、
学
生
、
地

域
社
会
の
三
者
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
大
学
と
し
て
、
教
員
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
組
織
・
運

営
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
　

〈
参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〉

一
般
社
団
法
人 

祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
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が
、
そ
の
成
功
の
ポ
イ
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ト
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き
た
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。

ま
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献
活
動
が
学
生
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無
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の
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も
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実
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の
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で
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屋
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活
動
は
過
酷
で
あ
っ
た
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な
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あ
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ま
た
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
は
あ
る
が
参
加
す
る
機
会
が

つ
く
れ
な
か
っ
た
」「
一
人
で
参
加
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
」

と
い
う
学
生
に
と
っ
て
、
授
業
の
一
環
と
し
て
チ
ー
ム
で
活
動
を

す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
仕
組
み
は
、
社
会
活
動
参
加
へ
の
心
理
的
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
、
挑
戦
を
後
押
し
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

受
講
後
に
環
境
問
題
や
地
域
の
行
事
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
を
始
め
た
学
生
も
少
な
く
な
い
。

授
業
の
運
営
と
い
う
面
で
は
、
地
域
連
携
室
の
役
割
も
大
き
い
。

地
域
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
専
門
性
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
、

運
営
団
体
と
の
丁
寧
な
連
絡
調
整
、
学
生
の
登
録
状
況
の
確
認
、

活
動
当
日
の
様
子
の
記
録
、
学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
多
忙
な
教
員
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

筆
者
は
大
学
教
員
と
し
て
勤
務
す
る
以
前
は
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
代
表
者
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、様
々
な
社
会
貢
献
活
動
の

経
験
や
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背

景
も
あ
り
、
連
携
先
の
地
域
側
の
ニ
ー
ズ
や
事
情
を
う
ま
く
掴
み

な
が
ら
、
大
学
と
地
域
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
企

画
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
非
常
に
稀
で

あ
る
。
教
員
、
あ
る
い
は
学
生
、
地
域
の
側
に
負
担
が
大
き
い
Ｐ

Ｂ
Ｌ
は
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
が
常
だ
。
大
学
、
学
生
、
地

域
社
会
の
三
者
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
大
学
と
し
て
、
教
員
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
組
織
・
運

営
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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